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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
修学旅行費用調査について
　9月は「日刊連携会議」の発行がなかったので、いよいよ「月刊連携会議」になってしまうのでしょうか・・・
　

　さて、25回連携会議で修学旅行費用に関する調査について交流しましたが、ご承知のとおり集計表の設計の問題もありしっかりとした検討ができませんでした。そこで、仕切り直しで各校の旅行費用内訳書を取り寄せて、再集計することとしました。その結果は14日の26回連携会議で提示しますが、この再集計作業で分かったことをあらかじめ整理しておきたいと思います。
　児童生徒集金額　～　旅行業者に支払う金額と集金額が同じ学校もあれば違う学校もあります。違う場合は、おそらく薬品代やしおり作成代金などを集めているのだと思いますが、正確なことはさらに調査しなければ分かりません。この金額の中には、当面市配分予算で手当てできるものもありそうです。
　引率者集金額　　～　この金額は、実は児童生徒の金額よりよくわかりません。児童生徒分についてはおそらく各校とも保護者向けに決算報告がされていると思いますが、それに引率者分が入っている場合と入っていない場合があるのではないかと思っています。この辺もよくわかりません。
　引率者自己負担額　～　この調査のそもそものきっかけは、引率者の自己負担の実態調査でした。しかし、今回の調査を通して引率者の自己負担といっても相当精密に調査しないと実情は分からないこと感じました。殊に、前述したとおり、結局引率者はいくら払っているのかがはっきりしないと「自腹」が分からないのです。
　就学援助申請額　～　もうひとつ気になったのが、就学援助申請時の費用の区分についてです。旅行業者の見積もりと学校の予算書に基づき就学援助の補助対象経費が割り出されていると思いますが、区分がはっきりしない場合は市教委に見解を求めると思うのですが、ある程度の目安もほしいような気がします。例えば、昼食付き入園パック料金を昼食代に計上している業者と見学料に計上している業者がありました。結果的に申請金額には影響ないと思われますが、就学援助申請時に皆さんはどっちに入れているのですか？



























